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1.1 フナ類仔稚魚の生残について
・調査目的

ヨシ帯奥部～内部

ヨシ帯縁辺部

ヨシ帯縁辺部

ヨシ帯奥部～内部

ヨシ帯奥部

ヨシ帯内部（南側）ヨシ帯内部（北側）

高島市針江 湖北町延勝寺

草津市新浜町

フナ類の仔稚魚が、孵化したのち成育し、琵琶湖へ回帰できたか
を確認することを目的とし、仔稚魚調査を実施する。

・調査地点



44

①タモ網，金魚網を用いて仔稚魚を採集した。
②採集した仔稚魚は研究室に持ち帰り、各個体の計測・分析を行った。

1.1 フナ類仔稚魚の生残について
・調査方法

■ 調査頻度（平成20年）

：4月～8月に各地点とも1回／週 実施

＜タモ網による採集方法＞＜金魚網による採集方法＞

・形態による種同定，・種毎の個体数の計数，
・全長および標準体長（0.1mm単位）の測定※

・フナ類のＤＮＡ分析による亜種レベルまでの同定(60検体)
※同種のものは最大50個体まで測定

ヨシ帯内部において、2人×30分間
ランダムに採集した。

調査範囲内を1人で最大30分間まで踏査し、コ
イ・フナ類仔稚魚が確認された場合は1人×30
分間採集した。1回のすくい動作の距離はほぼ
20cmとし、分布範囲、採集距離、水深の範囲、
主な水深を記録した。
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1.1 フナ類仔稚魚の生残について
③ フナ類仔稚魚の成長・生残の推定（全期間）

・仔稚魚の干出は、高島市針江では6月上～中旬、湖北町延勝寺では6月中～下旬にヨシ
帯奥部で一部取り残され干出したと推定された（針江の干出はすくすく池以外の場所）。

仔稚魚の取り残され干出が起きた場所

高島市針江
湖北町延勝寺

草津市新浜町
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1.1 フナ類仔稚魚の生残について
④ フナ類仔稚魚の生残

［年間・経年］

最終生残数は全長10mmに達しその後取り残され干出しなかった
ものを示す

高島市針江

0
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推定最終生残数
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定
値

）
[千
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体

/
調

査
範

囲
]

最終生残数は全長10mmに達しその後取り残され干出しなかった
ものを示す

湖北町延勝寺
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最終生残数は全長10mmに達しその後取り残され干出しなかった
ものを示す

草津市新浜町
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(50個体)

注）干出数と推定最終生残数は、仔稚魚調査結果から地点ごと
に推定した全長10mmに達するまで生残したフナ類仔魚数のうち、

その後干出死した個体数と干出死しなかった個体数を示す
・干出数：全長10mmに達するまで生残したが、その後ヨシ帯奥
部に取り残され干出死したと推定される群の全長10mm時点の
個体数
・推定最終生残数：全長10mmに達するまで生残し、その後琵琶
湖へ回帰できたと推定される群の全長10mm時点の個体数
・ （干出数 + 推定最終生残数 = 全長10mmに達するまで生残し

た個体の数）

・平成20年度は水位低下によるフナ類仔稚魚の取り残され干出死が少なかった。湖北町延勝寺で
は例年より早い4月に産卵盛期があり、生息地の分断・干出が起きる6月までに十分な成長期間が
あったためである（高島市針江は主にうおじまプロジェクトによる効果）。

参考）琵琶湖漁業魚種別漁獲量（t）

H16 H17 H18 H19 H20

ニゴロブナ 31 40 33 （未発表） （未発表）

その他フナ 81 75 70 （未発表） （未発表）

滋賀県水産統計より作成
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水陸移行帯保全再生に関する評価の整理表

場の保全：ヨシ
が定着している
か

場の干出状況
コイ・フナ類の産
卵に利用されて
いるか

コイ・フナ類の仔
稚魚が成育して
いるか

対象種以外の生
息状況

閉塞が生じてい
ないか

成育したコイ・フ
ナ類の仔稚魚が
琵琶湖に回帰で
きているか

田んぼまで遡上
できているか

水路への工作物
の設置により、
対象種以外の移
動阻害を起こし
いないか

外来魚が侵入し
ていないか

整備目的
ヨシ帯を保全す
るため

場の干出を防ぐ
ため

すくすく池で成長
した仔稚魚が琵
琶湖へ回帰でき
るようにするた
め

すくすく池で成長
した仔稚魚が琵
琶湖へ回帰でき
るようにするた
め

すくすく池で成長
した仔稚魚が琵
琶湖へ回帰でき
るようにするた
め

整備・保全内容 消波堤の設置 水路・堰の設置 すくすく池 すくすく池 水路の設置 水路の設置 水路の設置

評価手法 植生調査 通水状況 魚卵調査 仔稚魚調査 閉塞状況 閉塞状況
仔稚魚調査に伴
い外来魚を採取

整備目的
場の干出を防ぐ
ため

湖岸湿地内で成
長した仔稚魚が
琵琶湖へ回帰で
きるようにするた
め

湖岸湿地内で成
長した仔稚魚が
琵琶湖へ回帰で
きるようにするた
め

場の干出を防ぐ
ため

湖岸湿地内で成
長した仔稚魚が
琵琶湖へ回帰で
きるようにするた
め

整備・保全内容 水路・ﾎﾟﾝﾌﾟの設置 湖岸湿地 湖岸湿地 水路の設置 水路の設置 水路の設置 水路の設置

評価手法 通水状況 魚類移動調査 仔稚魚調査 閉塞状況 魚類移動調査 魚類移動調査 魚類移動調査

整備目的
ヨシ帯を保全す
るため

ヨシ群落を再生
するため

ヨシ群落を再生
するため

ヨシ群落を再生
するため

整備・保全内容 消波堤の設置 ヨシ植栽 ヨシ植栽 ヨシ植栽

評価手法 植生調査 産卵調査 仔稚魚調査 魚類相調査

整備目的 場の干出を防ぐ

整備・保全内容 みずすまし水田 堰の設置

評価手法 魚卵調査 魚類移動調査

コイ・フナ類の産
卵・成育場とす
るため

コイ・フナ類の産
卵・成育場とす
るため

コイ・フナ類の産
卵・成育場とす
るため

たんぼ池へ成魚
が遡上できるよ
うにするため

整備・保全内容 たんぼ池の整備 たんぼ池の整備 たんぼ池の整備 魚道の設置

評価手法 魚卵調査 仔稚魚調査 魚類相調査 魚類相調査

・植生調査：ヨシ群落の減衰把握
・魚卵調査：産卵に利用されているか把握
・仔稚魚調査：仔稚魚が成育しているか把握、仔稚魚調査時に外来魚確認
・魚類移動調査：工作物の設置による対象種以外の遡上阻害を把握、成魚の湖岸湿地内への遡上を把握、仔稚魚の琵琶湖への回帰を把握
・魚類相調査：対象種以外の生息状況を把握
・通水状況：場の干出状況を把握
・閉塞状況：琵琶湖と湖岸湿地内の水路の閉塞状況を把握し、仔稚魚が琵琶湖へ回帰できているかを確認

針江浜うおじまプロ
ジェクト

針江浜うおじまプロ
ジェクト

湖
岸
域
の
修
復

内
陸
部
と
の
連
続

深溝うおじまプロ
ジェクト整備

湖北地域ヨシ群落
自然再生事業整備

新浜うおじまプロ
ジェクト

評価項目

魚のゆりかごとしての視点 連続性確保の視点

2.1 水陸移行帯保全再生に関する評価の整理
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コイ・フナ類が産卵し孵化した仔稚魚が、水位が低下した場合で
も取り残され干出死しない試験的取り組みとして、針江浜うおじま
プロジェクトを実施した。その効果を現地調査を行い検証する。

①魚卵調査・仔稚魚調査
ヨシ帯への導水によるフナ類仔稚魚の生残の改善効果を調べるため

に実施した。また、仔稚魚調査と併せて外来魚の侵入を調査した。
②植生調査

消波堤の設置によりヨシ帯の減衰が食い止められるかを調べるため
に実施した。
③魚類移動調査

導水施設によって遡上が阻害されている魚種がないかを調べるため
に実施した。また、遡上したコイ・フナ類の産卵を確認するため、み
ずすまし水田において魚卵調査を実施した。

2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
・調査目的

・調査の内容と評価の視点
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2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
・調査内容

〔湖岸ヨシ帯〕

魚卵調査
（3～8月 1回/3日）

仔稚魚調査
（4～8月 1回/週）

植生調査
（6月 2測線1回）

魚類移動調査
（5～8月 1回/週）

〔針江浜川〕

みずすまし水田へ
キンラン産着卵調査
（4～8月 1回/3日）

遡上トラップ
※調査年:平成19～20年

降下トラップ
※調査年:平成18～20年

漂砂防止堤
“とめまろ”

※平成18年設置

消波堤
※平成18年設置

“波平”

“波太郎”

“うるうる水路”
※平成18年設置

“すくすく池”

針江浜川

“いきいきぜき”
※平成18年設置

“ぱたぱたぜき”

遡上トラップ
※調査年:平成19～20年

うるうる水路（H18～）

いきいきぜき（H18～）

うるうる水路へ

（H18～）

〔みずすまし水田〕

うるうる水路と
琵琶湖の連絡部

“小波”
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2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
①－１ うるうる水路への通水状況

H18

H19

H20

・いきいきぜきの
稼動だけでは、導
水量が少なく、琵
琶湖との連絡部に
おいて閉塞が生じ
た。
・ぱたぱたぜき稼
働以降（6/27
～）は、安定して
通水していた。

連絡部の漂砂防止堤
（平成19年3月に設置）

いきいきぜき稼動
通水（5/25）

ぱたぱたぜき稼動（6/27）
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・湖岸でのフナ類仔稚魚の最終的な推定生残率(％)は過去5年で2番目に高
く約７．１％であった。
・すくすく池では、フナ類仔稚魚の分断・干出死は確認されなかった。し
かし、それ以外のヨシ帯の一部で分断・干出死が確認された。

分断・干出の確認位置

高島市針江

推定
生残数

生残率
（％）

推定
生残数

生残率
（％）

H16 470 49.06 18,143 0.39 460 0.01

H17 394 91.48 10,703 0.27 10,703 0.27

H18 104 98.83 1,386 0.13 1,386 0.13

H19 36 98.63 44,702 12.45 44,702 12.45

H2 0 5 4 9 7 . 2 1 3 9 , 1 6 9 7 . 1 9 3 8 , 8 6 9 7 . 1 4

年

湖岸ヨ シ帯でのフナ類仔稚魚の推定生残率

孵化率
（％）

推定孵化数
（万個）

全長10mmまでの
推定生残数

最終的な
推定生残数

タモ網 金魚網

地点 採集日 場所 採集数
推定

生息数
全長範囲 [mm] 採集数

推定
生息数

全長範囲 [mm] 分断後の動態

高島市針江 5月7日 Ａ 0 0 46 4,989 6.1 - 17.6 周辺水域に再連続

5月14日 Ａ 0 0 19 956 6.5 - 20.5 周辺水域に再連続

5月21日 Ａ 0 0 17 858 14.0 - 21.4 周辺水域に再連続

6月4日 Ａ 44 2,133 19.4 - 28.0 14 240 20.3 - 27.5 そのまま干出

6月4日 Ｂ 0 0 3 49 21.1 - 26.5 そのまま干出

湖岸でのフナ類仔稚魚の分断・干出死

注） 推定孵化数は、推定産卵数（調査から推定された産着卵数（コイ・フナ類）を3日に1回の調査頻度で抽出した値）に対し、5日後に干出していなかったと推定される卵数（コイ・フナ類）
全長10mmまでの推定生残数は、調査から推定された仔稚魚生息数（フナ類）のうち全長10mmまで生残したと推定される個体数（フナ類）

最終的な推定生残数は、全長10mmまでの推定生残数のうちヨシ帯奥部に取り残されたものを除く値、すなわち琵琶湖へ回帰できたもの（フナ類）
10mm生残率、最終生残率はコイ・フナ類推定孵化数に対する生残数（フナ類）の割合（％）

2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
①－２ 魚卵調査・仔稚魚調査

すくすく池
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2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
② 植生調査

・前面に消波堤が設置されていないＬ1では過年と大きな変化はなかったが、
消波堤の設置されているL2で、株立ちの消失によりヨシ帯の奥行きが減少
した結果となった。

1 2 1 1 3 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 ヨシ

2 2 3 3 3 1 マコモ

+ 1 1 1 1 2 1 1 1 1 + 1 1 1 1 ヨシ

1 4 4 4 3 マコモ

+ + + 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 + + + + + 1 1 1 ヨシ

2 3 2 3 2 1 + マコモ

1 + + 2 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 ヨシ

2 1 2 3 2 1 1 マコモ

32 36 40 44 48 52 56 60 64 68 72 76 80 84 88 92 96 100 104 108 112

平成16年6月24日

平成18年6月27日

測線距離　[m]

平成19年6月28日

平成20年6月18日

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

0

標
高

　
[B

.S
.L

. 
m

]
L-1

L-2

被度凡例

5 >75%

4 50～75%

3 25～50%

2 10～25%

1 1～10%

0%

測線位置 ［高島市針江］

L-1

平成18年○月消波堤設置

1 2 1 1 2 4 5 5 5 5 5 5 4 4 3 2 1 1 1 + 2 1 3 3 + 2 3 1 3 3 3 1 1 2 3 4 4 3 2 2 1 ヨシ

+ 2 3 2 + 3 3 2 3 3 1 4 2 マコモ
+ 1 1 1 + 1 1 1 1 2 2 1 1 + + + + + 1 シロネ

5 5 5 5 3 4 4 4 3 3 4 3 3 3 1 3 1 + + + 1 1 1 1 4 2 1 1 + + + 1 1 1 ヨシ
+ 2 + 2 3 5 5 4 5 4 1 マコモ

+ 1 + 2 1 1 1 1 2 2 1 1 + + + + + + + + + シロネ

+ 2 1 + 1 2 3 3 3 2 2 2 2 1 1 1 1 2 3 2 + 1 1 1 + 1 3 3 2 1 1 1 + 1 1 ヨシ
+ 3 3 2 + + 1 3 4 4 5 2 + マコモ

+ + + 1 2 2 2 2 1 1 1 3 3 4 3 3 2 1 + + 1 シロネ

3 4 3 3 3 3 4 4 4 4 3 3 2 2 1 1 1 1 + + 1 4 4 2 3 1 ヨシ
1 2 2 1 + 3 1 + + 4 5 5 5 4 + マコモ

+ 2 3 2 2 2 1 1 2 1 + 1 1 1 + + + + + + 1 2 2 + シロネ

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48 52 56 60 64 68 72 76 80 84 88 92 96 100 104 108 112 116 120

標
高

　
[B

.S
.L

. m
]

測線距離　[m]

平成16年6月24日

平成18年6月27日

平成19年6月28日

平成20年6月18日

平成18年3月消波堤設置

L-2
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調査期間：H18.4.14～8.31 （計135回、7.21～7.26の予備調査を除く）、H19.5.17～8.16 （計14回）、

調査期間：H20.5.15～8.21 （計11回、5/15～22、6/19～26の4回は実施せず）

0

80

160

240

320

400

ウツセミカジカ
ウキゴリ
トウヨシノボリ
スジシマドジョウ類

0

80

160

240

320

400

0
10
20
30
40
50

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1

0
10
20
30
40
50

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1

0
20
40
60
80

100

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1

0
40
80

120
160
200

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1

（n=1218）
H 1 8  針 江 大 浜 樋 門  遡 上  （結 果 を1 週 間 間 隔 で 抜 粋 ）

個
体

数

n=213

n=7125
H 1 8  針 江 大 浜 樋 門  遡 上

H 1 9  う る う る水 路  遡 上

n=17
H 1 9  いき い き ぜ き  遡 上

n=164
H 2 0  う る う る水 路  遡 上

n=381
H 2 0  いき い き ぜ き  遡 上

N
.D

.

N
.D

.

N
.D

.

N
.D

.

N
.D

.

N
.D

.

N
.D

.

N
.D

.
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2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
③－１ 魚類移動調査

・いきいきぜき魚道の段数を１段から３段に増やし、落差を少なくし
たため、昨年遡上阻害が示唆されたウキゴリ及びウツセミカジカとも
に、いきいきぜき魚道での遡上が確認された。

うるうる水路へ

針江大川樋門

いきいきぜき魚道

H19 H20
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2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
③－２ 魚類移動調査［みずすまし水田におけるコイ・フナ類

の産卵］

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1

産
着

卵
数

 [
個

]

H17産着卵数

H18産着卵数

H19産着卵数

H20産着卵数

0

10

20

30

40

50

60

日降水量（H20今津）

降
水

量
 [

m
m

]

のべ卵数
H17　32050個
H18　35669個
H19　86765個
H2 0 　 8 2 6 7 9個

・みずすまし水田でのコイ・フナ類の産着卵のべ確認数は平成19年
とほぼ同等の約8.3万個であり、平成17～18年を大きく上回った。

みずすまし水田のキンランにおけるコイ・フナ類産着卵数の変化
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2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
③－３ 魚類移動調査［すくすく池への外来魚の侵入］

・すくすく池では過年度に比べて多数
の３９個体のオオクチバスが確認され
た。これは、導水が途絶え、すくすく
池のDOがヨシ帯外側と同様に高い
DOとなったため、オオクチバスの侵
入が可能であったものとみられる。
・その中で魚類をやっと捕食し始める
サイズ（25～30mm）が４個体確認
された。

タモ網による外来魚（オオクチバス・ブルーギル）採集数

2
0 0 0

39

1
4 3 3

0
0

10

20

30

40

50

H16 H17 H18 H19 H20

個
体

数

オオクチバス

ブルーギル

すくすく池 （ヨシ帯 奥 部 ）

6月中旬に全長15～30mm
程度の個体が集中的に
確認された
（2回調査で38個体、
全期間の合計は39個体）

0
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/
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/
1
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6
/
1
5

6
/
2
0

6
/
2
5

6
/
3
0

H16

H17

H18

H19

H20

オオクチバス稚魚をすくすく池内で確認

全長14-22mm×30個体（6/11）

21-31mm×8個体（6/18）

オオクチバスの食性（第6回水陸移行帯WG資料より）

オオクチバス採集時のすくすく池のDO

38個体のうち、

魚類を捕食し始めるサイズ
（全長25～30mm）に
該当するものは4個体

集中的に確認された38個体の全長（枠内、15～30mm）

D
O

(m
g/

l)

備考）すくすく池最深部の高さは
BSL-21cm（H16測量結果より）
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2.2 針江浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
・評価



1717

①魚類移動調査（魚の回廊）
湖岸湿地のフナ類の利用状況（産卵のための成魚の、成長した稚魚

の琵琶湖への回帰）を調べるために実施した。
②仔稚魚調査

湖岸湿地でのフナ類仔稚魚の成育状況（成長、生息数）を調べるた
めに実施した。
③魚類移動調査（さかなの泉）

湖岸湿地と堤内地との連続性の観点から設置した魚道について、対
象魚種としたドジョウ、スジシマドジョウ類、トウヨシノボリの移動
状況を調べるために実施した。

水位低下した場合に分断される湖岸湿地内において、連続性を回復
することにより、コイ・フナ類が産卵成育した後、回帰できるよう
試験的取り組みとして、深溝うおじまプロジェクトを実施した。そ
の効果を現地調査を行い検証する。

2.3 深溝うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
・調査目的

・調査の内容と評価の視点
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2.3 深溝うおじまプロジェクトモニタリング調査結果
・調査内容

湖岸湿地湖岸湿地

タモ網・金魚網による
魚類採集
(4～8月 1回/週)

タモ網・金魚網による
魚類採集
(4～8月 1回/週)

さかなの泉

琵琶湖

魚の回廊

トラップによる
魚類採集
(4～8月 1回/週)

トラップによる
魚類採集
(4～8月 1回/週) トラップによる

魚類採集
(4～8月 1回/週)

トラップによる
魚類採集
(4～8月 1回/週)

さかなの泉
※平成19年設置

まるたの水路
（水路側）

※平成19年設置

まるたの水路
（湖岸湿地側）
※平成19年設置

魚の回廊
※平成18年設置
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2.3 深溝うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
①－１ 魚類移動調査［魚の回廊の通水状況］

・７月下旬以降に、揚
水ポンプの一時的な停
止があり、魚の回廊の
琵琶湖との連絡部にお
いて、閉塞が生じた。
それ以外は安定して通
水していた。

閉塞時（H20）

通水時（H20）

H18

H19

H20
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2.3 深溝うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
①－２ 魚類移動調査［フナ類の進入と回帰］

・魚の回廊の降下トラップによりフナ類成魚が14個体、フナ類稚
魚が77個体、湖岸湿地内でのタモ網・金魚網調査によりフナ類仔
稚魚が714個体、それぞれ採集された。よって、湖岸湿地内で、
成魚が産卵し、仔稚魚の生息が確認され、その後琵琶湖へ回帰し
たものと考えられる。

魚の回廊の閉塞状況と降水量、魚類採集結果

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

閉塞

通水

0

40

80

降水量
（今津） [cm]
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40

80

0

120

240

成魚数
（回廊ﾄﾗｯﾌﾟ）

仔稚魚数
（池内ﾀﾓ網・金魚網）

稚魚数
（回廊ﾄﾗｯﾌﾟ）

【毎週設置回収】

【毎週設置回収】

【毎週実施】
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2.3 深溝うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
② 仔稚魚調査［フナ類の湖岸湿地内での成長］

・4月～8月に行ったタモ網・金魚網による採集では、継続的にフナ
類仔稚魚の生息・成長が確認された。その後、魚の回廊やさかなの
泉で採捕されたフナ類稚魚はこれらが成長したものと考えられる。

成長

湿地内で採集されたフナ類仔稚魚の全長変化

湖岸湿地
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・さかなの泉およびまるたの水路は、対象としたドジョウ、スジシマドジョウ類、
トウヨシノボリを含み21種以上が利用していた。ホンモロコ、コイ、ブルーギル
等の11種が、今回新たに確認された。

湖岸湿地側より撮影

水路側より撮影

※は、平成２０年度
新たに確認された種

総採集数 全長mm

フナ類※ 1,084 34-99
ニゴロブナ 247 101-264

ヌマムツ※ 230 36-153
アメリカザリガニ 205 -
スジエビ 90 -

モツゴ※ 45 34-103
オイカワ 24 31-86
ウキゴリ 24 38-52
ドジョウ 20 68-167
トウヨシノボリ 14 23-45

ギンブナ※ 10 104-266
アユ 5 96-125

コイ※ 3 71-95
カネヒラ 8 40-65

アブラハヤ※ 4 32-46
ヤリタナゴ 1 41

ホンモロコ※ 1 101

カワムツ※ 1 32

スジシマドジョウ小型種琵琶湖型※ 1 82

ナマズ※ 1 100

ブルーギル※ 1 97

メダカ※ 1 36
※平成20年に新たに確認された種

確認期間
4月 5月 6月 7月 8月

湖
岸
湿
地
↓

水
　
路
　
↑

さかなの泉

湖岸湿地～水路
両方向の
移動を行った

湖岸湿地→水路方向の
移動を行った

水路→湖岸湿地方向の
移動を行った

注）さかなの泉
での滞留がみら
れなかったた
め、さかなの泉
まで遡上できた
ものは反対側へ
も降下できたも
のと判断した

2.3 深溝うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
③ 魚類移動調査［さかなの泉］
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2.3 深溝うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果
・評価
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◆新浜うおじまプロジェクト（事業主体：水資源機構）

整備計画平面
図

たんぼ池

国交省が魚類調査等の協力

2.4 新浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果

造成完了 ：平成20年3月末
通水式※ ：平成20年8月8日
池の干上げ ：平成20年12月中旬
※通水式直後に稚魚放流

ギンブナ（下物産）3～4ｃm約200匹
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2.4 新浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果

出口（琵琶湖側）
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新浜田んぼ池の干上げモニタリング結果(H20.12.17～18)

2.4 新浜うおじまプロジェクトのモニタリング調査結果

・ギンブナが約6割を占め、そのうち約半数が体長18~20cmであった。
・ﾌﾙｰｷﾞﾙ、ｵｵｸﾁﾊﾞｽは全体の１／３を占める。ワタカが2尾確認できた。

上池 中池 下池 上池 中池 下池
フナ類 ギンブナ 44 - - 254 4 107 409 63.3%

稚魚 2 - - 1 - - 3 0.5%
コイ 1 - - 4 - - 5 0.8%
ワタカ - - - 2 - - 2 0.3%
ヨシノボリ - - - 1 - - 1 0.2%
オオクチバス 5 - - 64 1 74 144 22.3%
ブルーギル 9 - - 70 - 3 82 12.7%
合計 61 0 0 396 5 184 646 100.0%

人数 5人 - - 8人 8人 5人
開始時間 10:20 - - 10:00 12:45 13:10
終了時間 11:00 - - 11:30 13:10 14:30

割合
（％）

合計
（個体）

魚類捕獲
調査実施

状況

12月17日(水) 12月18日(木)　　　　　　　　　日
付魚種

ワタカ ギンブナ オオクチバス コイ

12月17日、18日調査　ギンブナ個体数

6 0
14

64
51

218

53

1 1 0
0

50

100

150

200

250

<10 10-12 12-14 14-16 16-18 18-20 20-22 22-24 24-26 26-28

体長（cm）

個
体

数
（個

体
）
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①産着卵・仔稚魚調査
事業によりヨシ群落が回復したときに、フナ類の産卵・成育も回復するかを

確認するために実施した。

②植生調査
事業によるヨシ群落の回復状況を把握するために実施した。

③魚類相調査
事業によりヨシ群落が回復したときに、魚類相もヨシ群落に依存する在来種

へと変化するかを確認するために実施した。

失われたヨシ等を再生し、ヨシ群落が持つ多様な機能を再生させて
いくことを目的に、滋賀県による湖北地域ヨシ群落自然再生事業と
の協働調査として、生物面の基礎資料を得る。

2.5 琵琶湖湖北地域ヨシ群落自然再生事業のモニタリング
調査結果について

・目的

・調査内容と評価の視点
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湖北町延勝寺地区

川道・南浜地区

・ヨシ群落自然
再生事業区域で
ある2地区に各
3測線を設け、
ヨシ群落再生モ
ニタリング（3
年目）として、
植生、産着卵、
仔稚魚、魚類相
に関する調査を
実施した。

2.5 琵琶湖湖北地域ヨシ群落自然再生事業のモニタリング
調査結果について

・調査場所
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・川南L1で水ヨシ
帯（B.S.L.±0m以
深のヨシ帯）の奥
行きが減少した。
・5月、7月のいず
れの調査において
も産着卵は確認さ
れなかった。
・フナ類仔稚魚は
湖延L1および湖延
L2でのみ確認され
た。

水ヨシ帯奥行き　[m]
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2.5 琵琶湖湖北地域ヨシ群落自然再生事業のモニタリング
調査結果について

①産着卵・仔稚魚調査及び②植生調査
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2.5 琵琶湖湖北地域ヨシ群落自然再生事業のモニタリング
調査結果について

①産着卵・仔稚魚調査及び②植生調査（結果のまとめ）
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ナマズ類：ナマズのみ出現　ヒガイ類：ビワヒガイのみ出現

魚類採集数（2回調査合計）
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･コイ・フナ類とド
ジョウ類は湖北町延
勝寺地区で多く、ヒ
ガイ類は川道・南浜
地区で多かった。
･ヨシ帯への依存度が
高いと考えられる魚
類の採集数は川道・
南浜地区の3測線と
湖延L1で過年度を上
回った。

注1）ナマズ類はナマズのみ、ヒガイ類はビワヒガイ
のみが確認された
注2）ドジョウ類のうち、スジシマドジョウ類は湖延L1
（H19，12個体）、湖延L2（H18、1個体；H19、15個
体；H20、1個体）、湖延L3（H19、13個体）で確認さ
れた
注3）タイリクバラタナゴはヨシ帯への依存度が高い
その他の外来魚に含む（0～14個体、計25個体）

ヨシ帯への
依存度が
高い魚類

ヨシ帯への
依存度が
低い魚類

ヨシ帯への
依存度が
が高い魚類

ヨシ帯への
依存度が
が低い魚類

2.5 琵琶湖湖北地域ヨシ群落自然再生事業のモニタリング
調査結果について

③ 魚類相調査
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3.1 はじめに

【背景】
「これからの河川整備は、環境、治水、利水、利用のそれぞれの課題が、相互に関連して
いることを十分認識し、流域的な視点に立って総合的な検討を行い、全体として調和のと
れたものとして実施する必要がある。そのためには、流域のあらゆる関係者が、河川管理
者のみによる河川内での対応には限界があることを認識し、情報や問題意識を共有しなが
ら日常的な信頼関係を築くとともに連携協働して、より良い河川整備に向けた努力を積み
重ねていく必要がある。」（淀川水系河川整備計画（案）より）

【連続性回復の計画立案の支援】
流域的な視点に立ち、現在の琵琶湖及び周辺水域において連続性が分断されている状況

を踏まえ、堤外地と堤内地が一体となった水域と陸域との連続性の確保と修復を目指すた
め、環境、治水、利水、利用の総合的な観点から連続性回復の計画案を立案し、関係者間
が連携・協働した取り組みが行えるよう支援する。
（※関係者とは、河川管理者、湖岸堤管理者、農地管理者などの滋賀県、水資源機構、農業、住民団体（NPO等）、漁
業の関係者等）

【方法】
① 琵琶湖周辺での既往の事例を基に、修復と連携の方法をとりまとめた。
② 連続性の現状を基に、優先的に取り組むべき地域（対象地域）を抽出した。
③ ①をもとに、②で抽出した地域における修復計画案を立案した。

【背景】
「これからの河川整備は、環境、治水、利水、利用のそれぞれの課題が、相互に関連して
いることを十分認識し、流域的な視点に立って総合的な検討を行い、全体として調和のと
れたものとして実施する必要がある。そのためには、流域のあらゆる関係者が、河川管理
者のみによる河川内での対応には限界があることを認識し、情報や問題意識を共有しなが
ら日常的な信頼関係を築くとともに連携協働して、より良い河川整備に向けた努力を積み
重ねていく必要がある。」（淀川水系河川整備計画（案）より）

【連続性回復の計画立案の支援】
流域的な視点に立ち、現在の琵琶湖及び周辺水域において連続性が分断されている状況

を踏まえ、堤外地と堤内地が一体となった水域と陸域との連続性の確保と修復を目指すた
め、環境、治水、利水、利用の総合的な観点から連続性回復の計画案を立案し、関係者間
が連携・協働した取り組みが行えるよう支援する。
（※関係者とは、河川管理者、湖岸堤管理者、農地管理者などの滋賀県、水資源機構、農業、住民団体（NPO等）、漁
業の関係者等）

【方法】
① 琵琶湖周辺での既往の事例を基に、修復と連携の方法をとりまとめた。
② 連続性の現状を基に、優先的に取り組むべき地域（対象地域）を抽出した。
③ ①をもとに、②で抽出した地域における修復計画案を立案した。
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3.２ 連続性修復と連携方法の整理

■連続性修復と連携の全体像

湖
岸
・
河
川
で
の
分
断
の
修
復

（
河
川
管
理
者
）

湖
岸
堤
に
よ
る
分
断
の
修
復

（
湖
岸
堤
管
理
者
）

水
田
用
水
系
で
の
分
断
の
修
復

（
農
地
管
理
者
）

連携体制の構築
（関係者全員）

①

②

地域プロジェクトの計画立案手順
（河川管理者）

個々の事業者が取り組みを行う際に
参考とできるように、事例を体系的
に整理した。

②

関係者が機能的に連携できるように、
連携方法をとりまとめた。

③
③

河川管理者が地域プロジェクト計画
を立案できるように、手順をとりま
とめた。

①
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3.２ 連続性修復と連携方法の整理
①地域プロジェクトの計画立案方法

■対象地域周辺の取り組み事例を収集・
整理する。

地域における既往の取り組み事例の収集

プロジェクトの枠組みの設定

プロジェクトの運営体制の設定

地域における連続性分断状況の確認

■地域で関連する機関を抽出し、できるだけ多くの機関に当初から参加いただけるよう、枠組みを
設定する。

■目的を同じくする複数の主体があつまって連絡協議会を設立する。

修復方法の立案

■既往事例（次頁）を参考とし、連続性
の修復方法を検討する。

■堤内地等の連続性の分断箇所を現地調
査等により、抽出する。

対象地域の抽出

■湖岸の連続性が分断されている場所、かつ堤内地との連携が可能な場所を抽出する。
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3.２ 連続性修復と連携方法の整理
②具体的修復方法

（具体事例の体系化）

河
川
管
理
者

湖
岸
堤
管
理
者

農
地
管
理
者

水路内の連続性が欠如している

水田と水路の落差を解消し、水田を魚類が利用できるようにする

休耕田に導水し、湿地を創出する

埋立地に湿地を再生する

魚類の移動・利用に適した水路構造にする

湿地と琵琶湖が分断されている

ヨシ帯が衰退している

河川内の連続性が欠如している

水田と水路が分断されている

湿地が喪失している

湿地が喪失している

湿地に導水し、連続性を維持する

ヨシ帯を造成する

漂砂防止堤、消波堤等によってヨシ帯を保全する

魚道を新設・改築する



36

3.２ 連続性修復と連携方法の整理
③連携の体制づくりの方法

関係者連携(連絡協議会)

・各事業の情報交換
・各事業の課題解決の方
向性を協議
・新たな取り組みが必要
な場所の開拓
・必要に応じ有識者・専
門家の参加と助力

住民連携・協働

・WSの開催による意
見交換
・一般参加者を募って
の自然観察会の開催
・住民団体、NPO、有
識者等による技術的指
導（WS、観察会）

■個々の事業やプロジェクト全体の実施過程で発生した問題や課題を解決するため、意
見や情報の交換を行う関係者連携の場としての連絡協議会と、プロジェクトが将来的に
維持継続されるために必要な住民との連携・協働とが両輪として機能するようにする。

事業内容の説明

事業への協力

■「高島市うおじまプロジェクト」をモデルケースとした。
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琵琶湖の連続性分断の現状と取り組み事例

【湖岸】▽湿地（ヨシ帯）
の造成▽湿地（ヨシ帯）の
再生▽湿地（ヨシ帯）の形
状修復

【湖岸堤等】 ▽ビオトープ
造成▽樋門前面の閉塞対策
▽堤脚水路の再自然化

【水田用水系】 ▽内湖再生
▽休耕田を活用した湿地再
生▽排水路と水田の連続性
回復

【河川】 ▽落差工魚道の改
築

取り組みの事例

【湖岸】▽水位変動による湿地
と琵琶湖の分断(a)▽ヨシ帯の衰
退(b)

【湖岸堤等】 ▽湖岸堤による湿
地の分断・喪失▽樋門前面の閉
塞(c)▽3面張りの堤脚水路(d)

【水田用水系】 ▽干拓による内
湾、内湖、湿地の喪失▽圃場整
備による用排水の分断と水田－
排水路間の分断(e) ▽排水路内で
の落差等による分断(f)

【河川】 ▽河川内の横断工作物
による分断

分断の現状

琵琶湖周辺における連続性改善に関連する事業

(a) (b) (c)

(d) (e) (f)

3.３ 体系的整理を基にした地域における修復計画案の立案
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■堤外地と堤内地が一体となった水域と陸域
との連続性の確保と修復を検討するにあたり、
効果が高いと考えられる場所を抽出した。

Ａランク

Ｂランク

Ｃランク

3.３ 体系的整理を基にした地域における修復計画案の立案

・湖岸域には奥行き50m以上のヨシ帯（侵食傾向、事業実施場所含む）が存在
・背後には湿地帯が存在するが、水位低下によりその機能が低下する
・背後は水田地帯であり、これらの湿地も含めて環境改善が図れる

・湖岸域ヨシ帯は、侵食しそのほとんどが失われている
・背後には湿地帯が存在するが、水位低下によりその機能が低下する
・背後は水田地帯であり、これらの湿地も含めて環境改善が図れる

・湖岸道路の設置などにより湖岸域の植生等はほとんど無い
・湖岸道路などの背後に旧湖岸が残り内湖化しており、良好な湿地環境が存在。

また、周辺に既存内湖が存在
・背後は水田地帯であり、これらの湿地も含めて環境改善が図れる

Ｃ４

Ｃ３

Ｃ２

Ｃ１

Ｂ２

Ａ５

Ａ４Ａ１

Ａ２

Ｂ１

Ａ３

Ａ６

：侵食し、その殆どが失われ
ているヨシ帯

：背後湿地帯

：水田（ヨシ帯提内側）

：50m以上のヨシ帯

：Ａランク

：Ｂランク

：Ｃランク

：湖岸堤による分断

：湖岸堤背後が内湖

：その他のヨシ帯

※その他のヨシ帯：Ａ，Ｂランクに
該当しないヨシ帯Ｃ４

Ｃ３

Ｃ２

Ｃ１

Ｂ２

Ａ５

Ａ４

Ａ１

Ａ２

Ｂ１

Ａ３

Ａ６

■対象地域におい
て連携の対象とな
る堤内地での取り
組み事例を収集し
た。

■連携の枠組み、連携体制、住民連携の
方法を計画した。

■対象地域におい
て連続性が分断さ
れている状況を確
認し、修復方法を
立案した。

36
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貫川内湖

琵琶湖

田園

田園

境川

水田利用（魚のゆりかご水田）

水路内の分断

堤内地の状況

堤外地の状況 既往の取り組み箇所
課題のある場所
堤外地（高水位時に現状の

再確認を行う）

地域における修復計画(案)の例（A1地区）

水田と水路の分断（広域）

WS等により水田利用
（魚のゆりかご水田等）
を推進する

協議会の設立等による
連携を行う

.

.
修復計画を作成する

（次頁）

WSを開催、地域による取り組みとする

自然観察会の実施、貫川内湖での外来魚
駆除釣り大会の実施 ほか

住民連
携

A1地区琵琶湖と田んぼを結ぶ連絡協議会（

仮称）の設立
運営体
制

水路の落差を解消するため、魚道の設置も
しくは下流側への堰板の追加（全面魚道化
）を行う。琵琶湖や貫川内湖からの外来魚
の遡上が起きないよう留意・監視する。

連続性
修復

【地理的範囲】貫川内湖を中心とした半
径1km程度の範囲

【組織等】滋賀県（農村振興課、高島県
事務所）、高島市、みずすまし推進協議会
、水土里ネット、農事改良組合、漁業協同
組合 ほか

プロジ
ェクト
の枠組
み

湖岸修復
魚のゆりかご水田

連携の
候補

A１地区うおじまプロジェクト（仮称）計画（案）

連携体制の計画案

3.３ 体系的整理を基にした地域における修復計画案の立案
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地域における修復計画(案)の策定例（A1地区）

■水路内分断の修復計画案

現状

・可動堰（魚道なし）

・運用状況によっては連続性が分
断される

修復計画（複数案）現状

・堰板による分断

・簡易な魚道がかけられているこ
とから、魚類の遡上を必要として
いることがわかる。 管理者と連携・協議し

修復を進める

3.３ 体系的整理を基にした地域における修復計画案の立案


